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自治労加盟を果たし、組合旗を受け取る

圧倒的多数の賛成で方針を承認

2017春闘をはじめ当面する課題を全力でたたかうことを確認し、団結ガンバローで中央委員会を終える
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JICHIRO スケジュール

22日㈬　�道本部自治体財政セミナー

　　　　（札幌市・自治労会館）

24日㈮　�北海道公務労協2017春闘総決起集会

　　　　（札幌市・自治労会館）

　　　　春闘要求書集中提出日

27日㈪　�ストライキ批准の成立と闘争指令権確立

２月

ユーザー名：minnade
パスワード：danketsu2013

道本部ホームページ

組合員専用ページは自治労北海道

忙中余話
が
あ
る
。

　

「
自
治
労
会
館
」
は
多
く
の

先
輩
方
が
出
資
し
「
た
た
か
う

砦
」
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
今
年
で
37
歳
に
な
る
。
そ

ん
な
歴
史
の
あ
る
建
物
だ
と
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　

困
っ
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、

仕
事
で
札
幌
に
来
た
と
き
な
ど

気
軽
に
「
た
た
か
う
砦
」
に
多

く
の
組
合
員
に
立
ち
寄
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ

し
て
、
組
合
員
に
と
っ
て
、「
労

働
組
合
」
が
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
強

め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
は
告
知
か
ら
！
自
治
労

北
海
道
本
部
は
自
治
労
会
館
２

階
に
書
記
局
が
あ
り
ま
す
！

「
ぜ
ひ
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

く
だ
さ
い
ね
～
！
」�

（
岡
）

　

道
本
部
は
「
自

治
労
会
館
」
で
集

会
や
会
議
を
開
催

す
る
こ
と
が
多
い

が
、「

道
本

部
っ

て
ど
こ
に
あ
る

の
？
」
と
、
聞
か

れ
た
り
す
る
こ
と

　

１
月
20
日
、
通
常
国
会
が
開

会
し
た
。
首
相
の
施
政
方
針
演

説
で
目
立
っ
た
の
は
、「
未
来
と

壁
」
で
あ
る
。
ア
ベ
成
長
戦
略

が
実
効
を
上
げ
て
い
な
い
中

で
、
未
来
に
転
化
し
て
い
る
だ

け
だ
。
成
長
戦
略
は
規
制
緩
和

で
あ
り
、
壁
を
破
る
と
は
言
葉

を
言
い
換
え
た
だ
け
だ
。

　

今
国
会
は
「
共
謀
罪
」「
天
皇

退
位
」「
働
き
方
改
革
」「
改
憲
」

な
ど
我
が
国
の
根
幹
を
揺
る
が

す
法
案
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

民
進
党
北
海
道
は
、
１
月
21

日
に
定
期
大
会
を
開
催
し
「
競

争
・
格
差
の
暴
走
政
治
を
止

め
、
未
来
へ
の
投
資
で
共
生
社

会
実
現
！
」
を
確
認
し
た
。

　

院
内
外
で
野
党
共
闘
を
強

め
、
議
論
な
き
一
強
体
制
を
打

破
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

ささき
たかひろの
ひとりご

と

道本部124回中央委員会、
おいしいものプレゼント当選者

青年部が出村連合会長に聞く、
女性交流集会・女性政治学習会

２ ３ 面

４ 面

　

春
闘
に
つ
い
て
、「
生
活
実
態

を
反
映
し
た
要
求
を
勝
ち
取
る

た
め
、『
１
単
組
・
１
企
画
』
な

ど
、
全
組
合
員
が
春
闘
に
参
加

す
る
取
り
組
み
を
全
道
で
展
開

し
よ
う
」
と
訴
え
、
国
内
外
の

情
勢
に
触
れ
た
う
え
で
、「
当
た

り
前
の
景
気
浮
揚
策
で
あ
る

『
賃
上
げ
』
を
堂
々
と
胸
を
張

っ
て
主
張
す
る
こ
と
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。

　

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
、「
政

府
や
経
済
界
は
、『
働
き
方
改
革

を
労
働
力
確
保
と
生
産
性
向
上

の
手
段
』
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
今
こ
そ
労
働
組
合
が
こ
の

課
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ

て
、『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安

心
社
会
』
の
実
現
を
め
ざ
そ

う
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、「
総
務

省
の
臨
非
研
究
会
報
告
が
出
さ

れ
た
。
雇
い
止
め
や
、
賃
金
・

労
働
条
件
の
引
き
下
げ
と
な
ら

な
い
よ
う
、
取
り
組
み
を
強
化

す
る
」
と
述
べ
た
。

　

政
治
課
題
に
つ
い
て
「
今
通

常
国
会
で
２
０
１
７
年
度
予

算
、
労
基
法
改
正
、
憲
法
改
正

問
題
な
ど
に
加
え
、「
共
謀
罪
」

か
ら
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪

に
名
称
変
更
す
る
な
ど
、
基
本

的
人
権
が
制
限
さ
れ
る
危
険
性

が
あ
る
。多
く
の
道
民
に
訴
え
、

世
論
形
成
を
は
か
る
こ
と
が
総

選
挙
へ
向
け
た
極
め
て
有
効
な

準
備
と
い
え
る
。
安
倍
一
強
体

制
を
打
破
し
、
自
治
労
の
政
策

実
現
を
め
ざ
そ
う
」
と
訴
え
た
。

非
常
勤
等
職
員
の
処
遇
改
善
と

組
織
化
の
取
り
組
み
、
秋
期
闘

争
に
お
け
る
成
果
、
よ
り
よ
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
組
織

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

18
人
か
ら
発
言
が
あ
り
、
方
針

が
補
強
さ
れ
た
。

さ
せ
よ
う
と
提
起
し
た
。
質
疑

討
論
で
は
、
今
春
闘
か
ら
重
点

課
題
と
な
っ
た
、
医
療
・
福
祉

の
充
実
に
つ
い
て
、
新
公
立
病

院
改
革
プ
ラ
ン
の
問
題
や
地
域

医
療
を
守
る
取
り
組
み
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
臨
時
・

で
、「
労
働
力
確
保
」
と
「
生
産

性
向
上
」
を
狙
っ
て
い
る
。
ま

た
、
２
０
１
６
年
並
み
の
賃
金

引
き
上
げ
を
経
営
側
に
要
請
し

て
い
る
も
の
の
特
定
高
度
専
門

部
門
・
成
果
型
労
働
制
や
裁
量

労
働
制
の
緩
和
と
い
っ
た
労
働

基
準
法
の
改
正
案
や
、
解
雇
の

金
銭
解
決
制
度
の
導
入
な
ど
労

働
者
保
護
ル
ー
ル
の
さ
ら
な
る

改
悪
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で

中
央
委
員
会
が
開
か
れ
、
２
０

１
７
国
民
春
闘
方
針
な
ど
、
８

本
の
議
案
を
協
議
し
た
。
春
闘

で
は
、「
賃
金
の
改
善
」「
地
方
財

政
の
確
立
」「
よ
り
よ
い
地
域
医

療
・
福
祉
の
充
実
」「
格
差
是
正

と
公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
確

立
」の
４
点
を
重
点
課
題
と
し
、

闘
争
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
春

闘
か
ら
賃
金
闘
争
を
ス
タ
ー
ト

　

大
出
執
行
委
員
長
は
、

開
会
に
あ
た
り
、「
２
０
１

７
国
民
春
闘
」「
働
き
方
改

革
・
総
務
省
臨
非
研
究
会

報
告
」「
政
治
闘
争
」
の
３

点
の
運
動
課
題
に
触
れ
、

「
全
組
合
員
が
春
闘
に
係

わ
り
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
」
と
述
べ
た
。

　

安
倍
政
権
は
「
一
億
総

活
躍
社
会
」
づ
く
り
と
そ

の
た
め
の
「
働
き
方
改

革
」
を
推
し
進
め
る
こ
と

道
本
部
は
２
月
３
日
、
札
幌
市
で
第
１
２
４
回
中
央
委
員
会

を
開
き
、
２
９
９
人
（
う
ち
女
性
32
人
10
・
７
％
）
が
参
加

し
た
。
２
０
１
６
秋
期
闘
争
中
間
総
括
、
２
０
１
７
国
民
春

闘
、
当
面
の
闘
争
方
針
案
な
ど
、
８
本
の
議
案
を
提
起
し
、

報
告
も
含
め
全
体
で
18
本
の
発
言
で
方
針
が
補
強
さ
れ
た
。

　

正
規
の
組
合
員
か
ら
嘱
託
職

員
の
雇
用
期
限
延
長
を
求
め
る

声
が
上
が
り
、
こ
れ
を
切
っ
掛

け
に
組
合
結
成
に
む
け
議
論
を

開
始
し
、
10
月
20
日
に
結
成
に

至
っ
た
。
組
合
員
14
人
の
小
さ

な
組
合
だ
が
、
職
場
改
善
に
む

け
交
渉
を
強
化
し
て
い
く
。
今

後
、
事
務
折
衝
を
行
う
が
、
私

た
ち
の
要
求
で
あ
る
雇
用
延
長

を
強
く
訴
え
て
い
く
。

自治労道本部第124回中央委員会

『１単組・１企画』全組合員が春闘参加

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
を

『
賃
上
げ
』胸
を
張
っ
て
主
張

新規
加盟

釧
路
市
生
活
福
祉
事
務
所

�

嘱
託
職
員
ユ
ニ
オ
ン

大
出
執
行
委
員
長

道
本
部
あ
い
さ
つ

特別企画

特集
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難波副委員長

三浦書記長

道
本
部
答
弁
（
方
針
）

経
過
に
対
す
る
質
疑

道
本
部
答
弁
（
経
過
）

方
針
に
対
す
る
質
疑

佐藤中央委員大矢根中央委員

境中央委員田中中央委員瀧口中央委員

楠本中央委員市田中央委員本田中央委員西海谷中央委員

佐藤中央委員鷲津中央委員
（旭川市職労）（津別町職）

（札幌市職連）（十勝地方本部）（日高町職）

（上川地方本部）（釧路市役所ユニオン）（平取町職労）（檜山地方本部）

（全道庁労連）（室蘭福祉事業協会労組）

■
地
域
医
療
・
労
働
条
件
を
守
る

■
青
年
の
要
求
が
職
場
を
改
善

■
児
童
館
の
処
遇
改
善
求
め
る

■
地
域
の
声
が
中
央
を
変
え
る

■
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す

■
正
規
・
非
正
規
が
一
体
で
活
動

■
春
闘
か
ら
賃
金
改
善
求
め
る

■
嘱
託
職
員
が
組
合
結
成

■
交
渉
の
場
に
青
年
を

■
積
極
的
な
情
報
発
信
が
必
要

■
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
確
立

■
指
定
管
制
度
の
課
題
整
理
を

　

病
院
の
財
政
悪
化
・
財
政
再

建
の
課
題
が
浮
上
し
、
旭
川
医

大
と
、
安
定
し
た
経
営
基
盤
強

化
確
立
の
た
め
の
基
本
協
定
が

締
結
さ
れ
た
。
賃
金
・
労
働
条

件
は
労
使
で
決
着
し
て
い
く
こ

と
を
当
局
に
認
識
さ
せ
、
地
域

医
療
の
役
割
・
意
義
を
再
確
認

し
な
が
ら
、
組
合
員
の
労
働
条

件
を
守
る
た
め
情
報
収
集
や
学

習
を
深
め
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

青
年
部
の
独
自
要
求
に
よ

り
、
冬
・
夏
期
休
暇
の
期
間
延

長
を
勝
ち
取
っ
た
。
当
局
か
ら

　

児
童
館
ク
ラ
ブ
は
非
正
規
職

員
が
８
割
を
超
え
る
が
処
遇
改

善
さ
れ
て
い
な
い
。
児
童
館
運

営
費
が
一
般
財
源
化
さ
れ
地
域

間
格
差
が
拡
大
。
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
る
民
間
委
託
も
広
が

っ
て
い
る
。
春
闘
で
「
地
域
医

療
・
福
祉
を
守
る
要
求
書
」
を

各
単
組
で
提
出
し
、
処
遇
改

善
・
人
材
確
保
、
社
会
的
・
職

業
的
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に

も
組
織
化
を
進
め
て
ほ
し
い
。

　

地
方
財
政
確
立
の
た
め
地
方

議
会
で
の
意
見
書
採
択
は
重
要

で
あ
る
。
地
方
か
ら
意
見
が
出

れ
ば
中
央
も
無
視
で
き
な
い
。

地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税

の
確
保
を
め
ざ
し
、
６
月
議
会

の
意
見
書
採
択
の
取
り
組
み
を

全
単
組
で
実
践
し
よ
う
。

　

確
定
闘
争
で
は
、
青
年
の
取

り
組
み
か
ら
昇
格
基
準
の
改
善

を
勝
ち
取
っ
た
が
、
組
合
員
全

体
の
運
動
と
は
な
り
得
て
い
な

い
。
町
村
会
が
低
位
平
準
化
で

横
並
び
を
進
め
て
い
る
。
道
町

村
会
対
策
と
町
村
連
と
の
連
携

を
強
化
し
、
自
治
労
の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
取
り

組
み
強
化
を
道
本
部
に
求
め
る
。

　

「
賃
金
は
生
活
給
」「
人
勧
は

参
考
」
と
い
う
認
識
の
も
と
、

春
闘
段
階
か
ら
賃
金
改
善
の
必

要
性
を
当
局
に
求
め
る
。
臨
非

の
処
遇
改
善
と
組
織
拡
大
は
険

し
い
道
の
り
だ
が
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、

安
定
し
た
労
働
条
件
と
民
主
的

な
職
場
が
必
要
。
決
意
と
覚
悟

を
も
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

正
職
員
の
組
合
員
か
ら
、
嘱

託
職
員
の
10
年
の
雇
用
年
限
の

撤
廃
を
求
め
る
声
が
上
が
り
、

こ
れ
を
契
機
に
組
織
結
成
に
む

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
・
検
討
委
員

会
で
の
議
論
を
経
て
、
生
活
福

祉
事
務
所
嘱
託
職
員
ユ
ニ
オ
ン

が
結
成
さ
れ
た
。
今
後
、
雇
用

年
限
撤
廃
を
視
野
に
入
れ
処
遇

改
善
を
進
め
て
い
く
。

　

賃
金
・
職
場
改
善
を
望
む
声

が
多
い
が
、
声
を
上
げ
る
こ
と

へ
の
抵
抗
感
、
労
使
対
等
と
考

え
ら
れ
な
い
青
年
も
多
い
。
交

渉
の
場
を
青
年
に
体
感
さ
せ
て

ほ
し
い
。
夏
期
交
流
集
会
で
組

織
強
化
を
は
か
る
。
多
く
の
参

加
者
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
を

要
請
す
る
。
な
ぜ
平
和
運
動
に

取
り
組
む
の
か
、
と
の
声
が
あ

る
。
平
和
の
旅
へ
の
派
遣
で
、

平
和
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を

実
感
し
、
仲
間
に
伝
え
る
活
動

も
増
え
て
い
る
。
ピ
ー
ス
カ
ン

パ
へ
の
協
力
を
要
請
す
る
。

　

各
自
治
体
で
新
公
立
病
院
改

革
プ
ラ
ン
を
３
月
ま
で
に
策
定

す
る
こ
と
と
な
る
。
経
営
形
態

の
見
直
し
や
統
合
・
再
編
、
廃

　

長
時
間
労
働
問
題
に
対
し
、

こ
の
間
、
予
算
確
保
と
適
切
な

業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
求
め
て

き
た
。
暗
黙
の
職
場
慣
行
を
根

絶
し
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
確
立
の
取
り
組
み
進
め
る
。

特
別
職
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
・
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り

組
む
。
総
務
省
対
策
強
化
の
意

見
反
映
を
道
本
部
に
求
め
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、

雇
用
不
安
・
正
規
か
ら
非
正
規

の
置
き
換
え
が
進
ん
で
い
る
。

当
該
単
組
と
関
係
自
治
体
と
の

連
携
や
２
０
１
０
年
総
務
省
通

知
を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
不

十
分
さ
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

道
本
部
と
し
て
指
定
管
理
者
制

度
の
課
題
解
決
策
の
整
理
と
本

部
へ
意
見
反
映
を
再
度
求
め
る
。

牧野中央委員齋藤中央委員

福岡中央委員 川村中央委員

阿部中央委員

藤森中央委員

（名寄市職労）（江別市職労）

（帯広市労連） （渡島地方本部）

（道本部） （松前町労連）

（網走市労連）

■
組
合
員
と
の
対
話
が
成
果
得
る

■
署
名
で
医
療
・
医
師
を
確
保

　

昨
年
の
参
院
選
で
は
心
配
・

迷
惑
を
か
け
た
。
情
報
共
有
と

政
治
学
習
の
不
足
を
実
感
し

た
。
次
の
た
た
か
い
へ
生
か
す
。  

春
闘
に
つ
い
て
も
、
組
合
員
と

丁
寧
に
対
話
す
る
中
か
ら
成
果

を
勝
ち
取
っ
て
き
て
い
る
。
統

一
闘
争
・
到
達
闘
争
の
強
化
を

は
か
り
、
自
治
労
に
結
集
し
あ

ら
ゆ
る
闘
争
を
た
た
か
い
抜
く
。

　

名
寄
に
つ
い
て
、
労
働
組
合

が
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
、
候

補
者
を
推
薦
し
、
組
合
員
に
周

知
す
る
こ
と
は
地
方
公
務
員
法

違
反
で
は
な
い
。
公
職
選
挙
法

で
も
公
務
員
の
地
位
利
用
が
な

け
れ
ば
問
題
は
な
い
。
今
回
は

徴
税
吏
員
が
対
象
だ
っ
た
。
自

治
労
を
狙
い
撃
ち
と
も
言
え

る
。
既
に
連
合
派
遣
役
員
や
単

組
役
員
を
対
象
と
し
た
政
治
学

習
会
を
行
い
政
治
闘
争
へ
の
関

わ
り
を
再
確
認
す
る
。
解
散
総

　

女
性
部
で
は
実
態
調
査
で
女

性
の
声
を
集
約
し
て
い
る
。
男

女
平
等
要
求
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。
女
性
交
流
集
会
で
は
、「
定

年
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の

不
安
」
政
治
集
会
で
は
、「
女
性

の
声
を
政
治
に
届
け
る
必
要

性
」
を
確
認
。
基
本
組
織
と
し

て
も
女
性
が
集
ま
り
、
学
習
す

る
場
の
提
供
を
お
願
い
す
る
。

選
挙
が
い
つ
あ
っ
て
も
取
り
組

め
る
よ
う
に
準
備
が
必
要
だ
。

　

松
前
病
院
に
つ
い
て
、
渡
島

地
本
か
ら
も
発
言
が
あ
っ
た
。

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
の
成
果
が
病
院
の
維
持
に
つ

な
が
っ
た
と
言
え
る
。
自
治
労

の
強
み
で
も
あ
り
役
割
が
あ

る
。
道
本
部
、
地
方
本
部
と
し

て
も
引
き
続
き
取
り
組
む
。
公

立
病
院
改
革
は
今
後
も
進
む

が
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
医
療
の
確
保
を
め
ざ
す
。

　

網
走
に
つ
い
て
、
厳
し
い
提

案
の
中
、
交
渉
を
重
ね
た
結
果

と
し
て
押
し
戻
し
一
定
の
前
進

が
あ
っ
た
。
単
組
の
奮
闘
に
敬

意
を
表
し
た
い
。

　

松
前
町
立
病
院
の
署
名
行
動

を
行
っ
て
き
た
。
住
民
の
生
命
、

組
合
員
の
雇
用
を
守
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
自
治
労
と
い
う
組

織
が
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
感

謝
す
る
。
基
本
で
あ
る
住
民
と

と
も
に
地
方
自
治
を
確
立
す
る

運
動
が
で
き
た
と
思
う
。
新
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
も
あ
り
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
と
な
る
。

　

町
立
病
院
の
拡
充
を
求
め
る

署
名
行
動
を
実
施
し
、
町
民
の

５
割
強
を
集
め
、
北
海
道
知
事

へ
の
提
出
・
道
議
会
各
会
派
に

要
請
行
動
を
実
施
し
た
。
結
果
、

医
師
の
継
続
雇
用
、
医
師
派
遣

を
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ど
こ
の
公
立
病
院
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の
よ

う
な
運
動
が
重
要
に
な
る
。

　

確
定
闘
争
に
お
い
て
、
年
内

差
額
支
給
と
は
至
ら
ず
、
交
渉

が
越
年
し
た
。
役
職
加
算
手
当

支
給
の
完
全
凍
結
が
提
案
さ

れ
、
同
じ
賃
金
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
だ
。
総
合
的
見
直
し
が

導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
粘
り
強
い
交
渉
の
結
果
50

％
の
凍
結
に
と
ど
め
た
。
今
後

も
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

現
業
公
企
交
通
職
場
の
制
度

政
策
要
求
に
つ
い
て
、
地
方
自

治
体
と
し
て
住
民
に
対
す
る
行

政
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ

せ
る
た
め
に
も
、
全
て
の
職
場

で
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
。
地
域
住
民
が
安
心
し
て
住

み
続
け
る
た
め
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

公
立
病
院
で
は
、
経
営
悪

化
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が

共
通
の
課
題
で
あ
り
対
策
が
必

要
。
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

は
病
院
の
経
営
に
大
き
く
関
係

す
る
。
情
報
収
集
し
共
有
化
を

は
か
る
。
単
な
る
賃
金
・
雇
用

だ
け
で
は
な
く
地
域
課
題
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
は
、

行
政
責
任
を
明
確
に
し
歯
止
め

を
掛
け
る
必
要
が
あ
る
。
安
価

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

安
心
・
安
全
・
安
定
し
た
地
域

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
を
求
め

取
り
組
み
を
進
め
る
。
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
・
公
契
約
条
例
に
つ
い

て
は
、
連
合
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
す
る
。
し
っ
か

り
世
論
喚
起
し
て
い
く
。

　

児
童
館
の
厳
し
い
労
働
環
境

が
示
さ
れ
た
。
今
春
闘
の
重
点

課
題
と
し
て
地
域
医
療
・
福
祉

の
充
実
が
加
わ
っ
た
。
ま
ず
は

各
単
組
で
し
っ
か
り
と
要
求
書

を
提
出
し
よ
う
。

　

平
和
闘
争
に
つ
い
て
、
戦
争

そ
の
も
の
が
賃
金
・
労
働
条

件
、
人
権
を
阻
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く

り
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
平
和
闘
争
の
意
義
を
全
体

で
確
認
し
た
い
。

　

政
治
闘
争
に
つ
い
て
、
日
常

的
な
活
動
強
化
が
必
要
で
あ

る
。
民
主
的
な
地
方
自
治
確
立

の
た
め
に
も
、
地
方
議
員
が
重

要
で
あ
る
。
地
方
議
会
に
お
け

る
意
見
書
採
択
も
含
め
、
地
域

か
ら
声
を
上
げ
、
各
級
政
治
闘

争
を
取
り
組
も
う
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
課
題
解

決
に
つ
い
て
、
日
常
的
な
関
わ

り
も
含
め
て
当
該
単
組
と
自
治

体
単
組
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
。
一
緒
に
交
渉
を
行
っ
て
い
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を
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安
倍
首
相
が
言
う
「
働
き
方

改
革
」
は
成
長
戦
略
の
一
環
。

経
営
者
は
残
業
代
ゼ
ロ
、
裁
量

労
働
制
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

働
き
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
の

が
本
来
の
「
働
き
方
改
革
」。

電
通
の
自
殺
事
件
の
よ
う
に
、

経
営
者
側
の
時
間
管
理
が
大

切
。
自
治
体
も
同
様
で
、
使
用

者
責
任
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

戦
争
法
が
施
行
さ
れ
、
駆
け

つ
け
警
護
・
共
同
防
衛
の
任
務

が
付
与
さ
れ
た
。
南
ス
ー
ダ
ン

は
戦
闘
状
態
に
あ
り
、
既
に
Ｐ

Ｋ
Ｏ
の
５
原
則
が
崩
れ
て
お
り

徹
底
す
べ
き
で
あ
る
。「
共
謀

罪
」「
憲
法
改
悪
」
の
２
つ
が
今

年
の
大
き
な
課
題
。
泊
原
発
の

再
稼
働
阻
止
、
沖
縄
辺
野
古
の

た
た
か
い
を
展
開
し
て
い
く
。

　

昨
年
の
参
院
選
、
皆
さ
ん
の

力
で
２
議
席
を
勝
ち
取
れ
た
。

次
回
も
２
人
を
立
て
る
が
、
全

道
が
均
等
に
た
た
か
え
る
議
論

を
今
年
か
ら
進
め
る
。
今
年
中

に
は
解
散
総
選
挙
が
あ
る
。
全

道
12
人
揃
え
て
た
た
か
う
体
制

を
つ
く
る
。
安
倍
政
権
の
暴
走

を
止
め
な
け
れ
ば
、
勤
労
者
の

前
進
、
日
本
の
未
来
は
な
い
。

　

第
１
回
定
例
道
議
会
で
の
重

要
課
題
に
Ｊ
Ｒ
赤
字
路
線
の
廃

止
問
題
が
あ
る
。
持
続
可
能
な

も
の
と
な
る
よ
う
進
め
て
い

く
。
道
議
会
で
は
過
去
２
回
、

自
民
党
が
憲
法
改
正
の
決
議
を

提
出
す
る
動
き
が
あ
っ
た
が
、

断
念
さ
せ
て
き
た
。
第
１
回
定

例
道
議
会
で
も
同
様
の
動
き
が

想
定
さ
れ
、
対
策
を
進
め
る
。

　

各
地
で
自
然
災
害
が
発
生
し

て
い
る
。
住
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
こ
と
が
、
自
治
体
・
消

防
職
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
だ
が
、
国
が
定
め
た
整
備
指

針
に
お
け
る
人
員
は
６
～
７
割

と
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
単
組

と
連
携
し
、
よ
り
よ
い
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
確
立
を
め
ざ
す
。

　

安
倍
政
権
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
２
０
２
０
年
ま

で
に
ゼ
ロ
に
す
る
と
し
て
い
る

が
、
税
収
は
想
定
外
に
落
ち
て

い
る
。
交
付
税
削
減
や
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
を
行
い
、
人
員
・

賃
金
削
減
に
手
を
付
け
か
ね
な

い
。
地
域
住
民
の
生
活
に
も
大

き
く
影
響
し
て
く
る
。
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

春
闘
は
３
年
連
続
で
賃
上
げ

と
な
っ
た
が
可
処
分
所
得
は
増

え
て
い
な
い
。
正
規
職
員
と
非

正
規
職
員
、
大
手
企
業
と
中
小

の
格
差
も
広
が
っ
て
い
る
。
所

得
が
３
０
０
万
円
以
下
の
世
帯

が
34
％
で
あ
り
、
中
間
層
が
低

所
得
層
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
方
、
高
齢
化
社
会
の
ピ
ー
ク

が
２
０
２
５
年
と
言
わ
れ
て
い

た
が
２
０
４
０
年
に
延
び
る
と

す
る
調
査
も
あ
る
。
寿
命
が
延

び
、
社
会
保
障
制
度
が
成
り
立

た
な
い
社
会
に
な
る
。
年
金
、

医
療
を
振
り
返
る
春
闘
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　スムーズな議事進行に努めていただいた（写

真右から）愛別町職・大村さやかさん、滝川市

職労・山下亮輔さん。本中央委員会では、春闘

の取り組みをはじめ、地域医療の確立、臨時・

非常勤等職員の処遇改善、組織強化・拡大など、

経過も含め18本の発言があり、2017国民春闘方

針、2016賃金確定闘争の総括、当面の闘争方針

など８本の方針が補強・確立された。

　新年号「自治労北海道」の「2017地本のいちおし『おいしいも

のプレゼント』」に223通、新年号の感想も含めてご応募いただき

ました。今年は30人に各地本・本部・道本部から商品をお届けい

たします。（商品は３月上旬から中旬にかけて、各単組・総支部に

発送いたします）

　【問題：１面の酉年組合員さんの写真は何枚でしょうか？】の

答えは『446枚』

　ご応募いただいたみなさま、ありがとうございました。なお、

本年は問題が解りにくかったことから、応募者全員を対象として

抽選させていただきました。ご協力いただいた地方本部、単組の

みなさまに感謝申し上げます。ありがとうございました。

【
石
狩
・
新
篠
津
村
職
】

『
新
し
の
つ
米
サ
イ
ダ
ー
』

①
北
学
労
・
白
岩
直
司
さ
ん

②
全
上
川
・
村
上
和
彦
さ
ん

【
後
志
・
共
和
町
職
労
】

『
ら
い
で
ん
米
セ
ッ
ト
』

①
全
網
走
・
佐
藤
貴
子
さ
ん

【
上
川
・
音
威
子
府
村
職
】

『
特
産
品
セ
ッ
ト
』

①�

札
幌
病
職
労
・
濱
野
亮
子
さ
ん

②�

滝
川
市
職
労
・
中
村
奈
緒
美
さ
ん

【
留
萌
・
羽
幌
町
職
労
】

『
オ
ロ
坊
饅
頭
』

①�

広
尾
町
職
・
佐
々
木
み
ゆ
き
さ
ん

②
士
幌
町
職
・
宮
崎
優
子
さ
ん

③�

苫
小
牧
病
職
・
福
井
教
彦
さ
ん

【
宗
谷
・
中
頓
別
町
職
】

『
特
産
品
セ
ッ
ト
』

①
全
空
知
・
小
林
佐
和
子
さ
ん

【
渡
島
・
木
古
内
町
労
連
】

『
は
こ
だ
て
和
牛
・
牛
鍋
』

①�

留
萌
市
労
連
・
清
野
瑞
葉
さ
ん

②
全
札
幌
・
櫻
井
美
和
さ
ん

【
檜
山
・
江
差
町
職
労
】

『
純
米
吟
醸
・
蝦
夷
山
海
』

①�

札
幌
市
職
連
・
吉
本
実
奈
さ
ん

②
清
水
町
職
・
樋
口
尚
樹
さ
ん

【
空
知
・
歌
志
内
市
職
労
】

『
焼
き
肉
詰
め
合
わ
せ
』

①
小
樽
消
防
・
富
山
広
太
さ
ん

【
胆
振
・
む
か
わ
町
職
】

『
シ
シ
ャ
モ
セ
ッ
ト
』

①
全
上
川
・
佐
藤
幸
一
さ
ん

②
全
上
川
・
川
田
美
恵
子
さ
ん

③�

函
館
公
サ
労
・
木
村
美
樹
さ
ん

【
日
高
・
新
ひ
だ
か
町
職
】

『
は
ち
み
つ
セ
ッ
ト
』

①�

千
歳
市
職
労
・
下
口
剛
彦
さ
ん

【
網
走
・
訓
子
府
町
職
】

『
銘
菓
詰
め
合
わ
せ
』

①
全
上
川
・
沢
口
敦
史
さ
ん

②�

札
幌
交
通
労
組
・
樋
浦
修
さ
ん

【
十
勝
・
大
樹
町
労
連
】

『
ス
ペ
ー
ス
チ
ー
ズ
』

①�

訓
子
府
町
職
・
中
島
遥
奈
さ
ん

②
全
札
幌
・
及
川
正
樹
さ
ん

③�

札
幌
市
職
連
・
寺
島
倫
子
さ
ん

【
釧
根
・
根
室
市
職
労
】

『
花
咲
ガ
ニ
セ
ッ
ト
』

①
札
幌
市
労
・
阿
部
大
地
さ
ん

【
本
部
】

『
お
い
し
い
も
の
』

①�

新
ひ
だ
か
町
職
・
石
川
敬
記
さ
ん

②�

札
幌
市
職
連
・
芳
賀
康
浩
さ
ん

【
道
本
部
】

『
富
良
野
ワ
イ
ン
と
果
汁
』

①�

中
川
町
職
労
・
松
田
敏
孝
さ
ん

②
全
札
幌
・
生
島
輝
久
さ
ん

③�

登
別
市
職
労
・
大
澤
み
ゆ
き
さ
ん

④�

妹
背
牛
町
職
・
北
口
幸
恵
さ
ん

和田副委員長

止
が
懸
念
さ
れ
る
。
旭
川
で

は
、
医
大
と
の
連
携
協
定
が
結

ば
れ
る
な
ど
動
き
が
あ
る
。
提

案
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
積
極

的
な
情
報
発
信
が
必
要
。「
地
域

医
療
・
福
祉
を
守
る
」
要
求
書

を
活
用
し
運
動
を
強
化
す
る
。

も
休
暇
を
奨
励
す
る
よ
う
呼
び

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
２
月
に
は
町
議
会

議
員
選
挙
が
あ
る
。
な
ぜ
組
合

が
推
薦
し
た
た
か
う
の
か
組
合

員
に
し
っ
か
り
説
明
し
、
取
り

組
み
を
進
め
必
勝
を
期
す
。増田中央委員

（札幌病職労）

　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組

織
化
や
新
た
な
単
組
が
結
成
さ

れ
た
。
と
も
に
活
動
で
き
る
仲

間
が
増
え
心
強
い
。
総
務
省
の

研
究
会
報
告
で
は
、
改
善
点
も

あ
る
が
、
不
利
益
と
な
ら
な
い

よ
う
取
り
組
み
、
処
遇
改
善
・

組
織
化
と
繋
げ
る
必
要
が
あ

る
。
正
確
な
情
報
提
供
と
正

規
・
非
正
規
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
道
本
部
に
求
め
る
。

る
と
こ
ろ
は
18
％
で
あ
り
、
道

本
部
と
し
て
も
対
応
し
て
い

く
。
指
定
管
理
者
制
度
本
来
の

目
的
が
失
わ
れ
て
お
り
、
本
部

に
対
し
意
見
反
映
し
て
い
く
。

　

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
作
る
た
め
に
は
、
男
性
も

女
性
も
意
識
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
。
道
本
部
と
し
て
も

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
積
極

的
に
取
り
組
む
。

　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組

織
化
に
つ
い
て
は
、
格
差
是
正

と
組
織
強
化
が
急
務
。
研
究
会

報
告
に
つ
い
て
は
、
任
期
の
問

題
、
財
源
、
法
改
正
に
よ
り
不

利
益
を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う

連
携
し
、
意
見
反
映
を
行
う
。

　

青
年
層
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
道
本
部
と
し
て
次
代
の
担

い
手
育
成
は
重
要
な
課
題
と
認

識
。
組
織
強
化
・
拡
大
長
期
計

画
と
と
も
に
取
り
組
む
。

　

確
定
闘
争
・
春
闘
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
各
単
組
の
た

た
か
い
の
成
果
や
取
り
組
み
の

経
過
に
学
び
な
が
ら
全
体
化
を

は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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青年部にメッセージを送る出村会長

道
本
部
女
性
部
女
性
交
流
集
会
・
女
性
政
治
学
習
会

地
道
な
活
動
と
サ
ポ
ー
ト
が
大
切

青年部が出村連合会長に聞く

なぜ

交
流
が
一
体
感
・
連
帯
感
を
生
む

　石狩地方本部青年部長。千歳市役所に

2013年に入庁。現在、千歳市水道局施設維

持課運転技術係に勤務。日ごろの悩みは、

組合での飲み会に行き過ぎて、健康診断が

不安なこと。春闘の個人的な目標は、①組

合員の悩みを解消したい。②国公準拠、人

勧準拠はつまらない。自分たちの賃金を決

定できる体制を築きたい。

　岩見沢地区連合青年委員会委員長。岩見

沢市役所に2009年に入庁。現在、環境保全

課環境保全係に勤務。日ごろの悩みは、飲

み会が続き、太ったこと（泣）。春闘の個

人的な目標は、すべての働く者の賃金の

「底上げ・底支え」と「格差是正」を実現

したい。

地本・地区連合を担う青年が出村会長（自治労）と対談＝２月１日

藤原　亮介さん
（千歳市職労）

斉藤青年部長

小野寺　毅さん
（岩見沢市職）

分散会討論をする参加者

ＴＰＰは農業問題だけではないことを学ぶ

■
地
域
春
闘
と
は
？

　

藤
原
～
春
闘
の
取
り
組
み
で

各
単
組
が
団
結
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
や
箱
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
行

動
を
し
て
い
る
が
、
職
場
で
は

そ
れ
さ
え
も
や
り
に
く
い
雰
囲

気
が
あ
り
、
な
か
な
か
地
域
春

闘
と
い
う
実
感
が
な
い
。

　

出
村
～
昔
は
、
青
婦
部
で
毎

朝
手
書
き
の
ビ
ラ
を
ま
い
た

り
、
ス
テ
ッ
カ
ー
闘
争
な
ど
が

で
き
て
い
た
。
今
は
一
般
的
な

世
論
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
事
が
や
り
づ
ら
く
な

っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

斉
藤
～
各
地
域
で
民
間
と
一

緒
に
何
が
で
き
る
か
。

　

出
村
～
１
９
９
０
年
連
合
に

な
っ
て
か
ら
は
春
季
生
活
闘
争

と
し
て
賃
金
以
外
に
も
い
ろ
い

ろ
な
要
求
を
出
し
て
い
る
。
春

闘
の
結
果
が
地
場
の
賃
金
相
場

を
つ
く
り
、人
勧
に
つ
な
が
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
も
春
闘

に
集
中
す
る
こ
と
が
大
切
。
か

つ
て
は
地
域
で
バ
ス
会
社
の
労

使
交
渉
の
集
会
に
行
く
と
か
支

き
方
改
革
に
は
関
心
を
も
っ
て

ほ
し
い
。
超
勤
規
制
は
本
当
に

難
し
い
課
題
だ
。

■
出
村
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

若
い
人
が
希
望
の
持
て
る
社

会
を
ど
う
作
っ
て
い
く
か
。
で

き
る
だ
け
視
野
を
広
く
も
っ

て
、
ど
ん
な
実
態
が
あ
る
か
を

と
ら
え
て
声
に
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
大
切
。
ブ
ラ
ッ
ク
企

特別
企画

地域春闘をたたかうか

女
性
交
流
集
会

業
の
よ
う
に
若
い
人
が
使
い
捨

て
さ
れ
る
社
会
を
変
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
も
現
実
を
と
ら
え
、
学
習

と
交
流
が
ま
す
ま
す
大
切
に
な

っ
て
く
る
。
仕
事
の
あ
り
方
や

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
ジ
ョ

ブ
型
へ
、
非
正
規
の
職
場
を
ど

う
変
え
て
い
く
か
な
ど
、
そ
う

い
う
こ
と
を
変
え
て
共
生
社
会

を
作
っ
て
い
か
な
い
と
、
社
会

が
な
り
た
っ
て
い
か
な
く
な

る
。
今
の
ス
ピ
ー
ド
で
い
く
と

２
０
４
０
年
に
は
北
海
道
の
人

口
は
今
の
４
分
の
３
に
な
る
だ

ろ
う
。
自
治
労
運
動
だ
け
、
連

合
運
動
だ
け
で
も
難
し
い
。
政

治
も
含
め
て
み
ん
な
で
一
緒
に

考
え
て
い
き
た
い
し
、
若
い
人

の
声
を
集
約
し
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

対談
だぞ！

援
集
会
が
あ
っ
た
。
地
域
の
集

会
に
出
て
他
産
別
の
人
と
話
を

す
る
こ
と
で
違
い
を
認
め
合

い
、
一
体
感
や
連
帯
感
が
生
ま

れ
る
。
交
流
が
大
切
だ
。

■
２
０
１
７
国
民
春
闘
の
課
題
は
？

　

出
村
～
共
通
の
課
題
は
、
月

例
給
の
引
き
上
げ
。
賃
金
制
度

が
な
い
企
業
は
賃
金
制
度
を
作

る
な
ど
底
上
げ
を
は
か
り
、
地

場
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
。
合
わ

せ
て
、
非
正
規
労
働
者
の
仲
間

に
こ
だ
わ
っ
た
取
り
組
み
を
し

よ
う
。

　

斉
藤
～
職
場
で
賃
金
の
話
と

か
で
き
る
？

　

小
野
寺
～
給
料
は
高
い
方
が

良
い
の
で
、
上
が
れ
ば
い
い
な

と
い
う
話
は
よ
く
す
る
し
、
そ

れ
に
向
け
て
青
年
層
で
や
れ
る

こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か

な
ど
話
し
て
い
る
。

■
青
年
層
に
期
待
す
る
こ
と

　

斉
藤
～
楽
し
い
将
来
に
し
た

い
！
と
い
う
思
い
の
も
と
に
た

た
か
い
、
結
集
し
て
い
き
た
い

と
思
う
が
、
青
年
に
期
待
す
る

こ
と
は
？

　

出
村
～
片
意
地
張
ら
な
い
こ

と
、
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
。
自
分

た
ち
若
い
世
代
が
労
働
の
支
え

な
ん
だ
と
い
う
話
を
す
る
こ
と

も
大
事
。
合
わ
せ
て
、
ぜ
ひ
働

　

１
月
28
日
、
札
幌
市
で
「
第

36
回
女
性
交
流
集
会
」
を
開
き
、

79
単
組
・
総
支
部
１
消
防
協
１

３
６
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、「
『
女
性
活
躍
』

政
策
の
課
題
を
検
証
す
る
～
女

性
の
『
時
間
貧
困
』、
男
性
の

『
関
係
貧
困
』
」
と
題
し
、
水

無
田
気
流
さ
ん
（
詩
人
・
社
会

学
者
／
國
學
院
大
學
教
授
）
か

ら
講
演
を
受
け
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
統
計
や
研
究
に

よ
る
数
値
を
も
と
に
、
女
性
と

男
性
の
労
働
時
間
や
家
事
労
働

時
間
の
比
較
、
離
職
率
や
給
与

比
較
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、「
日

本
社
会
は
い
ろ
ん
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
が
、
パ
ッ
チ
修
正
で

は
な
く
、
全
方
位
的
な
雇
用
環

境
を
改
善
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
男
女
問
わ
ず
総
合
的
な
働

き
方
暮
ら
し
方
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
働
き
方
改
革
と
暮

ら
し
方
改
革
を
ワ
ン
セ
ッ
ト
で

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。
分
散
会
議
論
を
と
お

し
て
、
女
性
が
集
ま
る
場
を
設

け
て
地
道
な
活
動
と
サ
ポ
ー
ト

が
大
切
で
、
労
働
組
合
に
結
集

し
て
健
康
で
差
別
な
く
働
き
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
を
つ

く
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

女
性
政
治
学
習
会

　

１
月
29
日
は
「
２
０
１
７
年

度
女
性
政
治
学
習
会
」を
開
き
、

73
単
組
・
総
支
部
１
消
防
協
１

２
１
人
が
参
加
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
ど
う
な
る
？

日
本
。
ど
う
な
る
？
北
海
道
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
身
近
な
問
題
…
」
と

題
し
、
徳
永
エ
リ
参
議
院
議
員

か
ら
講
演
を
受
け
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
問
題
だ
け
で

な
く
、
医
療
や
薬
価
、
労
働
雇

用
、
食
の
安
心
安
全
に
つ
い
て

等
、
多
く
の
重
大
な
影
響
が
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
、「
マ
ス

コ
ミ
報
道
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分

の
目
で
見
極
め
る
力
が
大
切
。

企
業
の
利
益
だ
け
を
考
え
て
国

民
を
犠
牲
に
し
て
良
い
の
か
。

議
論
な
き
一
党
体
制
を
変
え
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
な
問

題
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
あ
い
は
ら
く
み
こ
参

議
院
議
員
か
ら
は
「
国
政
報

告
・
政
治
の
現
状
と
課
題
」
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
た
。

　

厳
し
い
職
場
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
一
番
も
の
を
言
い
合
え
る

労
働
組
合
を
活
発
化
さ
せ
、
女

性
が
そ
の
中
心
を
担
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

２
月
１
日
、
札
幌
市
で
、
青
年
部
を
代
表
し
、
藤
原
亮
介
さ

ん
（
石
狩
地
本
青
年
部
長
・
千
歳
市
職
労
）、
小
野
寺
毅
さ

ん
（
連
合
岩
見
沢
地
区
青
年
委
員
長
・
岩
見
沢
市
職
）、
斉

藤
道
本
部
青
年
部
長
が
、
出
村
連
合
北
海
道
会
長
と
「
な
ぜ

地
域
春
闘
を
た
た
か
う
か
」
に
つ
い
て
対
談
し
た
。


